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令和４年度（第２回） 

防災・減災対策等強化事業推進費※ 

の配分について 
 

 

 

国土交通省は、近年、激甚な災害が頻発していることを踏まえ、国民

の安全・安心の確保をより一層図るため、防災・減災対策の強化を行う

公共事業に対して緊急的かつ機動的に予算を配分します。 

このうち、北陸地方整備局関連では、災害対策事業及び事前防災対策

事業として、道路事業（2件）、河川事業（1件）で、275百万円（国費）

が配分されます。 

 
 

※ 「防災・減災対策等強化事業推進費」は、大雨による浸水被害等が発生した地域において再

度の被災を防止するために緊急的に実施する対策や、大雨等による災害を未然に防ぐ事前防

災対策であって、用地の確保など地域等における課題が解決し事業の実施環境が新たに整っ

た場合などに年度途中に機動的に予算を配分し、防災・減災対策を強化する予算。 

 

 

【災害対策事業】
崖崩れ・法面崩壊等対策

道路(補助） 事業費 国費

(1)
道路更新防災等
対策事業

一般県道
　弘法称名立山停車場線

富山県 富山県 中新川郡立山町芦峅寺 380.0 190.0

(2)
道路更新防災等
対策事業

一般県道
　花園藤野線

石川県 石川県 七尾市熊淵町 70.0 35.0

計 1件 450.0 225.0

【事前防災対策事業】
洪水・浸水等対策

河川(補助） 事業費 国費

(3)
河川災害復旧等
関連緊急事業

信濃川水系
　信濃川

新潟県 新潟県 中魚沼郡津南町外丸 100.0 50.0

計 1件 100.0 50.0

合　計 1件 550.0 275.0

事業主体名 施行地
実施計画額

事業主体名 施行地
実施計画額

配分箇所一覧表（北陸地方整備局関係分）

［金額単位：百万円］

［金額単位：百万円］

 
 

国土交通省本省の記者発表は、下記のＵＲＬでご覧になれます。 

 

＜国土交通省ＨＰ＞ 

〔URL〕https://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudoseisaku_tk9_000026.html 



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和4年4月7日に一般県道弘法称名立山停車場線で崖崩れが発生し、

5月20日まで全面通行止めを行った。

このため、推進費を活用して緊急的に落石対策工事（落石防護柵工等）を

行うことで再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

富山県

富山県中新川郡立山町芦峅寺

380,000

（１） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（一般県道弘法称名立山停車場線）

ナカニイカワ タテヤマ アシクラジ

190,000

令和４年４月の崖崩れによる被害を受けた箇所に対して、再度災害
防止対策として、落石防護柵工などの整備を行う

施行箇所①

桂台地区

称名平
駐車場

大日平
山荘

飛龍橋

暫定解放中

施行箇所②

北陸電力
取水口

しょうみょうだき

【広域図】
至 立山駅

遊歩道区間車道区間
称名滝

【位置図】

立山町

富山県

施行箇所

落石防護柵完成イメージ

施行箇所①

ワイヤロープ掛工
完成イメージ

至 称名滝

落石発生領域平面図
落石発生源

推進費施行区間 L=120m
落石防護柵工 L=120m

写真①
至 立山駅

平面図

至 立山駅

落石発生箇所

至 称名滝

推進費施行区間 L=20m
ワイヤーロープ掛工
A=300m2

（既設）ワイヤーロープ掛工
施行箇所②

写真①（落石状況）

写真②（落石状況）

コウボウショウミョウタテヤマテイシャジョウ



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和3年12月2日に一般県道花園藤野線で崖崩れが発生し、片側交互通

行規制を行っている。

このため、推進費を活用して緊急的に法面対策工事（現場吹付法枠工等)

を行うことで再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

石川県

石川県七尾市熊淵町

70,000

（２） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（一般県道花園藤野線）

ナナオ クマブチ

35,000

令和３年１２月の崖崩れによる被害を受けた箇所に対して、再度災害
防止対策として、現場吹付法枠工などの整備を行う

【断面図】
A－A’断面

現場吹付法枠工
鉄筋挿入工

待受式擁壁工
H=2.50m

【平面図】

至
富山県

至
七尾市街

写真①

A

A’

被災区間
L=30m

推進費施行区間
L=32m

土工 V=620m3
待受式擁壁工 L=32m
排水工 L=30m
現場吹付法枠工 A=731m2
鉄筋挿入工 L=568m

写真②（応急工事後）写真①（被災状況）

ハナゾノフジ ノ

施工箇所

国道160号
（緊急1次）

七尾市街

事前通行規制区間
L=130m
雨量110mm

至 富山県

至

羽
咋
市

七尾市指定避難所
（南大吞ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）
七尾市指定緊急避難場所
（旧有磯小学校）

七尾市指定避難所
（旧 涛南中学校）

七尾市指定避難所
（七尾サンライフプラザ）

【広域図】
国道249号
（緊急1次）

施工箇所

【位置図】



【平面図】
築堤工

護岸工

信濃川

写真

推進費施行区間 L=160m
築堤工L=160m
護岸工 L=160m

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

信濃川水系信濃川では、信濃川水系信濃川上流圏域河川整備計画に

基づき、洪水氾濫等による災害から生命、財産を守るため、築堤等を実施し

ている。

今年度に入り関係者との合意形成が図られたことから、推進費を活用して

築堤工等の整備をすることで、地域住民の安全・安心を早期に確保する。

新潟県

新潟県中魚沼郡津南町外丸地先

100,000

（３） 防災・減災対策等強化事業推進費（事前防災）

ナカウオヌマ ツナン トマル

50,000

築堤護岸工を整備し、洪水による浸水リスクを低減させる

河川災害復旧等関連緊急事業（信濃川水系信濃川）
シナノ

【位置図】

施行箇所

新潟県 凡 例

赤 推進費施行箇所

青 当年度施行箇所

黄 次年度以降の実施予定

黒 施行完了箇所

【広域図】

施行箇所 A
A’

①巻下・小島・押付地区

②段野団地地区

③田中地区

⑤足滝地区

④灰雨地区

まきした こじま おしつけ

たなか

あしだき

だんのだんち

はいざめ

全体延長 L=3.3km

【写真】

【断面図】 A-A’断面
護岸工

築堤工

写真

巻下・小島・押付地区

浸水範囲


